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要旨 

当研究所は，昭和 63 年度から本県の環境中及び食品に含まれる放射性物質の調査を行っており，

本報告では，平成 26 年 4 月から 27 年 3 月までの調査結果について報告する．   

全β放射能測定は，定時降水試料の全てにおいて検出限界値未満であった．γ線核種分析は，茶 2

検体のうち 1 検体から Cs-137 が 0.58Bq/kg 検出されたが，前年度よりも低い値であり，過去に検出

された値と同程度の数値であった．その他のγ線核種分析試料の人工放射性物質の数値は検出限界値

未満であった．緊急時モニタリング及びモニタリングポストによる空間放射線量率は，前年度及び平

成 23 年 2 月までの過去 3 年間の値と同程度の数値であった． 

なお，本調査は原子力規制委員会原子力規制庁からの受託事業として実施したものである． 

       

キーワード：放射能，全β放射能測定，γ線核種分析，空間放射線量率  

 

はじめに 

 

 本県では，昭和 63 年度から文部科学省(現原

子力規制委員会原子力規制庁)委託の全国調査

の一環として平常時における環境放射能調査を

続けており，このたび平成 26 年度の調査結果

を取りまとめたので，その概要を報告する． 

 

方法 

 

１ 調査対象 

１）定時降水 

降水を当研究所の屋上で毎日（休日を除く）

午前 9 時に採取した．採取した降水に担体等

（I－，Ag＋，HNO3）を添加した後濃縮乾固

し，全β放射能を測定した．降雨時のみ測定

するため 1 年間で 105 回採取した. 

２）大気浮遊じん 

当研究所の屋上にハイボリュームエアサン

プラーを設置し，大気浮遊じんをろ紙上に採 

取してγ線核種分析を行った．毎月 3 回採取 

 

衛生化学部 1)元 衛生化学部 

し、3 箇月分を併せて 1 測定とした. 

３）降下物 

水を張った大型水盤を当研究所の屋上に設置

し，降下する放射性物質を捕集した．捕集した

降下物に担体等を添加した後濃縮乾固し，γ線

核種分析を行った．毎日採取し，1 箇月分を合

わせて 1 測定とした. 

４）陸水 

宮崎市上下水道局から供給される蛇口水を当

研究所の試験室内の蛇口から 1 年に 1 回採取し，

降下物と同様の方法で処理してγ線核種分析を

行った． 

５）土壌 

ほ場 1 箇所から 1 年に 1 回採取した上層及び

下層の土壌を乾燥，粉砕及び分取し，γ線核種

分析を行った. 

６）精米，牛乳 

それぞれの生産地 1 箇所から 1 年に 1 回採取

した各試料を，前処理を行わずγ線核種分析を

行った.  
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７）野菜 

生産地1箇所から1年に1回採取した野菜(大

根，ほうれん草)を乾燥，炭化及び灰化し，γ線

核種分析を行った． 

８）茶 

茶園 2 箇所から生産された荒茶を 1 年に 1 回

採取し，乾燥，炭化及び灰化し，γ線核種分析

を行った. 

９）空間放射線量率 

モニタリングポストを当研究所屋上(地上高

20 m)及び県内 3 保健所（都城，小林及び延岡）

に設置し，常時測定を行った. 

10）緊急時モニタリング 

東日本大震災による東京電力（株）福島第１

原子力発電所の事故（以下「福島原発事故」と

いう.）に伴い，実施しているものである． 

ａ）陸水について，蛇口水を毎日(休日を除く）

1.5 L 採取し，3 箇月分をまとめて濃縮乾固し，

γ線核種分析を行った． 

ｂ）空間放射線量率について，NaI シンチレー

ションサーベイメータを使用して，ひと月に

1 回，地上 1m 高さでの測定を行った． 

 

２ 使用機器 

１）全β放射能測定 

全β放射能測定装置（アロカ製 JDC-3201)  

２）γ線核種分析 

ゲルマニウム半導体核種分析装置(SEIKO 

EG&G 社製 GEM-15180-P･MCA7700，

GEM25P4-70･MCA7600) 

３）空間放射線量率測定 

ａ）当研究所設置 

モニタリングポスト(アロカ製 MAR-21) 

ｂ）県内 3 保健所設置 

   モニタリングポスト（日立アロカメディカ

ル製 MAR-22） 

ｃ）当研究所での地上 1m 高さ測定 

  NaI シンチレーションサーベイメータ（ア

ロカ製 TSS-166） 

 

結果及び考察 

 

まず，定時降水試料中の全β放射能測定結果

を表 1 に示す. 

平成26年度は総量3013.1mmの降水があり，

全β放射能を測定した結果，全てにおいて検出

限界値未満であった． 

次に，ゲルマニウム半導体検出器による環境

及び食品試料中のγ線核種分析結果を表 2 に示

す. 

前年度は土壌 2 検体，野菜（大根）1 検体及

び茶 1 検体から Cs-137 が検出された 1)が，平

成 26年度は茶 1検体からCs-137が検出された．

これは前年度の茶 1 検体から検出された数値よ

りも低く，福島原発事故以前の平成 23 年 2 月

までの過去 3 年間の調査結果とも同程度であっ

た．なお，茶 1 検体以外の試料を測定した結果，

人工放射性物質は検出限界値未満であった． 

さらに，緊急時モニタリングとして測定した

陸水（蛇口水）のγ線核種分析結果を表 3 に示

す．前年度 1)に引き続き，平成 26 年度も全て

の試料において検出限界値未満であった． 

そして，同じく緊急時モニタリングとして測

定した地上 1m 高さでの空間放射線量率を表 4

に示す．多少の変動はあるが，年間をとおして

ほぼ一定の値を示しており，その結果は前年度

1)の調査結果と同程度であった． 

 最後に，モニタリングポストによる空間放射

線量率調査結果を表 5 に示す．どの地点も，降

雨日には一時的にやや高くなる傾向にあった．

全体として過去 2 年間の調査結果及び衛生環境

研究所の調査結果については福島原発事故以前

の平成 23 年 2 月までの過去 3 年間の調査結果

とも同程度であった． 

 

まとめ 

 

 平成 26 年度における県内の降水，大気浮遊

じん，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，

牛乳，野菜（大根，ほうれん草）及び茶の放射

能並びに空間放射線量率について調査した．茶

については，2 検体のうち 1 検体から Cs-137 

が検出されたが，前年度よりも低い値であり，

福島原発事故以前の平成23年2月までの過去3 
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月 間 降 下 量

測 定 数 最 低 値 最 高 値 （MBq/k㎡）

平成26年 4月 225.4 8 N.D N.D N.D

5月 254.7 9 N.D N.D N.D

6月 748.2 14 N.D N.D N.D

7月 226.3 10 N.D N.D N.D

8月 284.2 13 N.D N.D N.D

9月 552.5 10 N.D N.D N.D

10月 158.3 5 N.D N.D N.D

11月 83.1 8 N.D N.D N.D

12月 75.0 6 N.D N.D N.D

平成27年 1月 156.4 7 N.D N.D N.D

2月 97.7 4 N.D N.D N.D

3月 151.3 11 N.D N.D N.D

年　間　値 3013.1 105 N.D N.D N.D

－ 316 N.D 11.5 N.D～60.4

*1　過去3年間の計　　　　*2　過去3年間の最小値　　*3　過去3年間の最大値

*4　過去3年間の最小及び最大値

平成23年2月までの
過去3年間の値

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

放 射 能 濃 度（Bq/L）採　　水
年　　月

降 水 量
    （mm）

表１  定時降水試料中の全β放射能測定結果

＊１ ＊2 ＊3 ＊4

 

 

平成26年度に検出

採取年月 検体数 されたその他の 単　位

最低値 最高値 最低値 最高値 最低値 最高値 人工放射性核種

宮 崎 市 H26.4～H27.3 4 N.D N.D N.D N.D N.D N.D なし mBq/m

〃 H26.4～H27.3 12 N.D N.D N.D N.D N.D 0.11 なし MBq/km

〃 H26.7 1 N.D N.D N.D N.D なし mBq/L

1.3 2.5 なし Bq/kg乾土

71 137 なし MBq/km

2.2 2.6 なし Bq/kg乾土

370 478 なし MBq/km

〃 H26.9 1 N.D N.D なし Bq/kg精米

大　根 高 鍋 町 H26.11 1 N.D N.D なし Bq/kg生

ﾎｳﾚﾝ草 〃 H26.12 1 N.D N.D なし Bq/kg生

川南町,都城市H26.4～H26.5 2 N.D 0.58 N.D 1.6 0.4 0.81 なし Bq/kg乾物

高 原 町 H26.8 1 N.D N.D なし Bq/L

N.D

1

表２　ゲルマニウム半導体検出器による環境及び食品試料中の核種分析結果
137Cs 平成23年度2月までの

平成26年度の値 過去3年間の値

 大気浮遊じん

137Cs

前年度の値

H26.8

 降　下　物

試 料 名 採取場所

 陸水（蛇口水）

土
壌

0- 5cm 〃

5-20cm 〃 H26.8 1
N.D

N.D

*1　前年度の137Csを除く人工放射性核種については, 検出なし.

 精　　　米

野
菜

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

茶

 牛　　　乳

1.9

140

1.3

280

N.D

N.D

N.D

0.029

N.D

N.DN.D

N.D

N.D

N.D

3

2

2

2

＊１

 

 

平成26年度に検出

採取年月 検体数 されたその他の 単　位

人工放射性核種

H26.4~6 1 なし mBq/L

H26.7~9 1 なし mBq/L

H26.10~12 1 なし mBq/L

H27.1~3 1 なし mBq/L

N.D

N.D

N.D

N.D

表３　ゲルマニウム半導体検出器による陸水（蛇口水）の核種分析結果（緊急時モニタリング）

試 料 名 採取場所
137Cs

平成26年度の値

137Cs
前年度の値

宮崎県
衛生環境
研究所

(宮崎市)

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

N.D

N.D

N.D

N.D

 陸水（蛇口水）
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測定月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

測定場所
平成26年度の

測定値
(nGy/h)

表４　NaIシンチレーションサーベイメータによる地上１ｍ高さでの
空間放射線量率測定結果（緊急時モニタリング）

32

30

32

30

30

宮崎県衛生環境研究所
（宮崎市）

前年度の
測定値
(nGy/h)

30

30

34

32

32

32

34

32

30

30

30

36

36

34

30

30

30

36

32

 

 

設置場所
（単位）

測定高さ(m) 20 1 1 1

測 定 年 月 最低値 最高値 平均値 最低値 最高値 平均値 最低値 最高値 平均値 最低値 最高値 平均値

平成26年 4月 24 48 27 40 65 42 47 70 51 53 75 56

5月 25 51 26 40 66 42 47 81 51 53 78 56

6月 24 57 28 37 79 43 47 87 52 53 84 57

7月 24 41 26 39 55 41 47 68 50 52 68 56

8月 24 49 26 39 72 41 46 72 50 53 81 56

9月 24 53 27 39 61 42 47 80 51 54 74 58

10月 24 60 26 39 59 41 46 76 50 54 102 57

11月 25 41 26 39 57 42 46 66 50 55 78 58

12月 24 39 26 40 55 41 47 67 50 55 72 57

平成27年 1月 24 47 26 39 65 42 46 81 50 55 83 58

2月 24 52 26 40 66 42 46 75 50 55 80 58

3月 24 49 27 39 66 42 46 72 51 55 88 58

年　間　値 24 60 26 37 79 42 46 87 51 52 102 57

過去2年間の値 24 56 26 38 71 41 45 84 51 49 109 54

24 66 27 － － － － － － － － －

        表５　モニタリングポストによる空間放射線量率測定結果 

＊1　「過去2年間の値」は，平成24年度及び25年度の数値である
＊2　都城保健所，小林保健所及び延岡保健所は平成24年度から測定を開始しており，「平成23年2月までの過去3年間の値」は存在しない

衛生環境研究所（宮崎市）
（nGy/h）

平成23年2月までの
過去3年間の値

都城保健所（都城市）
（nGy/h）

小林保健所（小林市）
（nGy/h）

延岡保健所（延岡市）
（nGy/h）

＊1

＊2

 

年間の値と同程度であった．また，その他の検

体についても前年度や福島原発事故以前の平成

23 年 2 月までの値と同程度であった．総じて，

平成 26 年度の測定値については，特に異常値

は認められなかった．  

なおこれらのデ－タは，平成 26 年度原子力

施設等防災対策等委託費「環境放射能水準調査」 

事業に基づく原子力規制委員会原子力規制庁か 

らの受託事業として，本県が実施した平成 26

年度環境放射能水準調査成果の一部である． 
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